
 

 
 
 
 
 
 
 

 

長野県では、小水力発電の普及促進を図るため、本年度、総務省の「緑の分権改革」推進

事業を活用して、導入可能性調査や実証調査を実施することとしております。 

このたび、６月１４日（月）に開催した第２回長野県小水力活用検討会にて、実証調査を

実施する３箇所を選定しましたのでお知らせします。 
 

１ 実証調査箇所 

  ・木曽町（万郡沢：木曽福島駅付近） 

  ・野沢温泉村（まくね川：野沢温泉終末処理場内） 

  ・栄村（北野天満温泉横の湧水） 

  

  ※野沢温泉村、栄村については、実際に発電機等を設置しデータの取得等を行います。 

   木曽町については、最も効果的な発電方法や発電した電力の利活用方法等を調査し、 

調査結果に基づき設計書を作成します。 

 

２ 選定方法（経過） 

  ・4/9～23  公募 

   ・5/25    書類及びヒアリング審査（第１回長野県小水力活用検討会にて） 

   ・5/31～6/1 現地調査 

   ・6/14    最終選定 

 

３ 今後の予定 

・実証調査については、プロポーザル型の公募により、調査会社等へ委託して 

   実施する予定です。 
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